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特
集
◎
「
信
州　

山
の
日
」
が
制
定

山
に
出
掛
け
ま
せ
ん
か

①表銀座の稜線から槍ヶ岳を望む②長峰山展望台からの眺望③光城山の登山道④長峰山のアヤメ

①光城山から長峰山へ続く林道②光城
山登山道にある休息所③四季折々の動
植物が観察できる

信
州
の
山 

新
世
紀
元
年

四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
3
０
０

０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
連
な
る
全

国
有
数
の
「
山
岳
県
」、「
森
林
県
」

で
あ
る
長
野
県
。
県
で
は
山
岳
・
高

山
か
ら
身
近
な
里
山
ま
で
、
す
べ
て

の
「
山
」
を
対
象
に
そ
の
魅
力
や
価

値
を
再
認
識
し
、
最
大
限
に
生
か
す

た
め
、
本
年
度
か
ら
、
7
月
第
4
日

曜
日
を
「
信
州　

山
の
日
」
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
で
も
平
成
28
年
か

ら
8
月
11
日
を
「
山
の
日
」
と
し
て

国
民
の
祝
日
の
一
つ
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
む
安
曇
野
市
は
、
東

に
標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の

丘
陵
地
帯
、
西
に
雄
大
な
北
ア
ル
プ

ス
が
連
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
東
山
」、

「
西
山
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん

で
い
ま
す
。

7
月
、
安
曇
野
は
夏
山
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。
普
段
は
、
何
気
な
く

眺
め
て
い
る
山
々
に
皆
さ
ん
も
出
掛

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

７
月
27
日
は

信
州　

山
の
日

身
近
な
里
山

　
長
峰
山
・
光
城
山豊科南穂高から見る

光城山と長峰山

自
然
観
察
や
健
康
増
進
に

身
近
な
里
山
を
楽
し
む

安
曇
野
の
代
表
的
な
里
山
で
あ
る

長
峰
山
（
９
３
３
メ
ー
ト
ル
）
と
光

城
山
（
９
１
２
メ
ー
ト
ル
）
は
、
徒

歩
の
ほ
か
林
道
を
使
っ
て
自
動
車
で

も
気
軽
に
山
頂
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
登
山
道
と
林
道
を
歩

き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
数
時
間
程
度

で
散
策
で
き
ま
す
。（
図
１
）

山
頂
か
ら
は
安
曇
野
の
田
園
風
景

と
北
ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る
絶
好

の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
市
外
か

ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

昭
和
45
年
5
月
に
、
作
家
の
川
端

康
成
、
井
上
靖
、
日
本
画
家
の
東
山

魁
夷
が
一
同
に
訪
れ
、
長
峰
山
か
ら

の
眺
め
を
「
残
し
た
い
静
け
さ
、
美

し
さ
」
と
絶
賛
し
ま
し
た
。

長
峰
山
山
頂
周
辺
で
は
、
遊
歩
道

も
整
備
さ
れ
自
然
観
察
な
ど
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
光
城
山
は
、
１
時
間
ほ
ど

で
登
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
増
進
の

た
め
に
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。東

山
は
、
目
的
や
体
力
に
合
わ
せ

て
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
山
で
す
。

東
山

光城山

里山散策コースの例（図 1）
A コース：長峰山・光城山散策コース
B コース：長峰山・清水の棚田散策コース
C コース：旧国鉄篠ノ井線廃線敷散策コース
※コースマップは市ホームページからダウンロードできます

特集◎「信州　山の日」が制定

（図 1）

①

②

①

②

③

③

④

長峰山

安曇野トレッキングガイドより
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北
ア
ル
プ
ス
表
銀
座
の
拠
点

本
格
的
な
登
山
を
楽
し
む

北
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
を
つ
な
ぐ
尾

根
道
に
は
、「
表
銀
座
」「
裏
銀
座
」

と
呼
ば
れ
る
登
山
の
縦
走
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
表
銀
座
の
登
山
の
拠
点

で
あ
る
安
曇
野
市
に
は
、
毎
年
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

普
段
見
慣
れ
て
い
る
常
念
岳
（
２

８
５
７
メ
ー
ト
ル
）
や
市
内
最
高
地

点
で
あ
る
大
天
井
岳
（
２
９
２
２
メ

ー
ト
ル
）
か
ら
は
、
麓ふ
も
とと
は
違
っ
た

景
色
や
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
な
登
山
を
し
な
い

人
も
、
田
淵
行
男
記
念
館
の
北
ア
ル

プ
ス
の
写
真
や
雪
解
け
の
時
期
に
は

雪
形
観
察
な
ど
で
北
ア
ル
プ
ス
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

田淵行雄記念館発行の雪形マップ（上）
常念岳の雪形「常念坊」（５月７日撮影）（下）

①燕山荘から見た燕岳②大天荘から見たご来光と浅間山③表銀座に喜作新道を開いた穂高牧出身・小林喜作のレリー
フ（小川大系作）④大天荘から穂高有明方面を望む⑤喜作新道（燕岳・大天井岳間）

北
ア
ル
プ
ス西
山

特集◎「信州　山の日」が制定

信州　山の日制定記念 イベント

安曇野市民登山「燕岳」
　昔登った燕岳に登ってみませんか。「信州　山
の日」に合わせて行い、山頂を目指します。
●日　　時　7 月 27 日（日）～ 28 日（月）

1 泊 2 日
●費　　用　23,300 円

（相部屋宿泊費・バス代・食事代・
入浴料・ガイド料・保険料等込み）

●募集人数　20 人
●対　　象　中学生以上～ 75 歳以下の人

高校生以下は保護者同伴
●集合場所　市役所穂高支所職員駐車場、穂高

駅またはしゃくなげ荘登山者駐車場
●申し込み・問い合わせ

6 月 23 日（月）午前 10 時から市観光協会で受
け付けます。（最少催行 8 人。ただし、満員に
なり次第締め切ります）

市観光協会（長野県知事登録旅行業第３－ 540 号）

482・3133 687・9361

田淵行男写真展
―モノクロームの表現力

『山は魔術師　私の山岳写真』より―
田淵行男最後の写真集から山岳写真約 20 点を

展示します。
●日　　時　7 月１日（火）～ 10 月 19 日（日）
●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は開館）と
　　　　　　祝日の翌日
●入 館 料　高校生以上 300 円（市内在住の 75
　　　　　　歳以上の人は無料）

●問い合わせ
田淵行男記念館
472･9964 688･2010

暮れゆく常念岳

里山歩きを楽しむために

①体調や体力に合わせて時間にゆとりをもって
マイペースで歩きましょう

②季節や天候に合わせた服装で、しっかりした
装備対策をしましょう

③動植物を採取しない、ゴミは必ず持ち帰るな
どマナーを守りましょう

本格的な登山を楽しむために

登山は、山岳遭難事故を防ぐためにも、自分
に見合った山を選び、装備や準備を整え、安全
で楽しい登山をしましょう。

①登山情報
さわやか信州旅ネット「登山情報」
http://www.nagano-tabi.net/

②安全登山などの講習
長野県山岳総合センター
http://www.sangakusogocenter.com/

③登山計画書の届出
　長野県警察「山岳情報」

https://www.pref.nagano.lg.jp/police/
sangaku/index.html

山に合った装備対策をしましょう

① ②

⑤④③
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市内 83 区の区長がそれぞれ選出されまし
た。各区の区長と本年度の市区長会役員
の皆さんを紹介します。（敬称略）

住民自治組織のリーダー

安曇野市
新年度区長紹介

豊科地域 光 中　野　正　昭 柏 矢 町 仁　科　清　司 上　　堀 水　谷　道　男
上 鳥 羽 幸　村　久　雄 桜　　坂 府　金　芳　拓 島 新 田 久保田　栄　次 中　　堀 嶺　山　髙　明
下 鳥 羽 皆　川　達　郎 穂高地域 青木花見 松　尾　恒　史 下　　堀 浅　川　次　雄
本　　村 重　森　一　雄 矢　　原 北　野　文　章 狐　　島 小　林　俊　六 扇　　町 平　林　　　誠
吉　　野 宮　島　長　雄 白　　金 寺　嶋　政　樹 三郷地域 小田多井 中　谷　眞　男
成　　相 重　野　義　博 等 々 力 鈴　木　研　一 北 小 倉 塚　田　政　明 田　　尻 内　田　浩　志
新　　田 笠　井　　　宏 等々力町 大　内　善　司 南 小 倉 曽根原　昭　成 田 多 井 青　栁　孝　一
寺　　所 細　萱　　　博 穂 高 町 小　口　　　稔 東 小 倉 小　林　正　一 明科地域
踏　　入 水　野　今朝善 穂　　高 山　本　文　雄 室　　町 二　村　政　雄 大　　足 越　　　隆　喜
細　　萱 飯　沼　英　明 橋　　爪 古　幡　敬　信 野　　沢 鶴　見　文　宏 光 山　﨑　敏　夫
重　　柳 白　坂　孔　明 耳　　塚 石　川　隆　康 上 長 尾 中　村　之　一 宮　　中 森　田　繼　雄
真 々 部 田　村　　　浩 富　　田 鈴　木　　　誠 下 長 尾 松　岡　憲　昭 町 石　田　正　明
たつみ原 渡　辺　秀　雄 豊　　里 北　澤　貞　雄 楡 関　　　弼　人 明　　科 関　　　信　夫
飯　　田 小松原　　　実 小 岩 嶽 勝　野　　　一 住　　吉 磯　野　　　晟 潮 岩　垂　直　次
下 飯 田 水　谷　静　雄 嵩　　下 畠　山　倉　光 七日市場 酒　井　秋　男 潮　　沢 小　林　松　治
中 曽 根 三　原　壽　雄 新　　屋 矢野口　安　身 一日市場 稲　葉　良　定 木　　戸 原　口　武　男
熊　　倉 曽根原　幸　人 古　　厩 山　岸　光　雄 二　　木 赤　澤　裕　司 上 生 野 望　月　貞　美
アルプス 百　瀬　陽　子 立　　足 竹　村　　　武 及　　木 佐　原　賢　司 上 押 野 大　石　昭　明
徳 治 郎 村　田　英　雄 柏　　原 熊　井　深　男 中　　萱 中　村　　　隆 下 押 野 下　里　博　義
田　　沢 藤　原　　　強 久 保 田 宮　坂　正　敏 堀金地域 塩 川 原 堀　内　嘉　雄
小 瀬 幅 青　木　鋭　行 塚　　原 浅　川　容　克 岩　　原 尾日向　芳　雄 荻　　原 山　﨑　暉　展
大 口 沢 市　川　　　泉 牧 小　林　直　美 倉　　田 丸　山　哲　司 南 陸 郷 平　林　　　博

問穂高支所内地域づくり課　482・3131 ㈹ 682・6622

市内 83 区の区長

市区長会役員

会 長
田村 浩（真々部）

副会長（会長代理）
岩垂 直次（潮）

副会長（事務長）
内田 浩志（田尻）

副会長（会計）
中村 隆（中萱）

副会長
熊井 深男（柏原）

安曇野市区長会
安曇野市区長会は、市内 83 区を

代表する区長の皆さんで構成し、
共通する課題の情報交換や相互調
整などを行っています。5 月 20 日
に行われた市区長会総会では、本
年度の役員や事業計画などを決め
ました。本年は、各区が抱える共
通課題の解決を円滑に進めるため、
区マニュアルの作成などに取り組
みます。

総会であいさつをする
田村区長会長

日
ご
ろ
、
市
政
発
展
の
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

さ
ま
よ
り
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
既
に
報
道
等
に
よ
り
ご
承

知
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
の
5
月

28
日
、
午
後
10
時
44
分
ご
ろ
、
市
の

職
員
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

発
生
致
し
ま
し
た
。

現
在
、「
入
札
情
報
の
漏
え
い
容

疑
」
と
い
う
こ
と
で
、
詳
し
い
状
況

が
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
農
業
委
員
会

事
務
局
長
（
58
歳
）
が
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。

昨
年
度
、
検
査
課
長
の
立
場
を
利

用
し
、
市
道
の
改
良
工
事
に
係
る
入

札
情
報
を
、
特
定
の
業
者
に
提
供
し

て
い
た
疑
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
、
関
係
す
る
事
業

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
政
へ
の
失
墜

と
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し

ま
し
た
事
に
対
し
、
深
く
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
任
命
権
者

と
し
て
の
責
任
を
重
く
受
け
止
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
職
員
は
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤

務
す
る
一
方
で
、
そ
の
職
の
信
用
を

傷
つ
け
、
職
員
全
体
に
対
し
て
も
不

名
誉
と
な
る
よ
う
な
行
為
、
ま
た
、

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
す
こ

と
は
一
切
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
捜
査
の
状
況
を
見
守
り

な
が
ら
、
捜
査
へ
は
全
面
的
に
協
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
事
実

関
係
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
厳
正

に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
、
安
曇

野
市
は
来
年
、
市
制
施
行
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。
市
の
一
体
感
の
醸
成
と

と
も
に
、
安
曇
野
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ

ら
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の

不
祥
事
で
あ
り
、
誠
に
残
念
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。市
民
の
皆
さ
ま
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
事
件
発
生
の
原
因
を
詳
細

に
調
査
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
職

員
の
倫
理
教
育
と
情
報
の
管
理
体
制

を
強
化
し
、
綱
紀
粛
正
を
よ
り
徹
底

し
な
が
ら
、
再
発
防
止
に
努
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
の
不
祥
事
を
教
訓

に
、
市
職
員
全
員
が
信
頼
回
復
に
努

め
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
を
引

き
起
こ
す
事
の
な
い
よ
う
、
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
重
ね
て
心
か
ら

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
26
年
6
月
18
日　
　
　

市
民
の
皆
さ
ま
へ

市
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●不正事案再発防止検討委員会の設置（５月 30 日）
今回の情報漏えい事件について、再発防止策等の検討を行うため村上副市長をリーダーとす

る「不正事案再発防止検討委員会」を設置しました。
すべての部署において共通認識を持ちながら解決策を見いだすため、20 人の委員により検討

を行っています。
また、それぞれの部署において解決策等について話し合いを重ねています。検討内容や取り

組みについて情報共有しながら、見直しのできるところからすぐに取り組んでいきます。
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
市
民
に
愛
さ
れ
る
市
歌
を
選
考　

市
歌
制
定
委
員
会
を
設
置

■
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の
供
給
等
に
つ
い
て
協
定
を
締
結

■
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
正
式
に
運
用
開
始

市
歌
の
歌
詞
の
選
考
を
行
う
「
市

歌
制
定
委
員
会
」
の
第
１
回
会
議
が

5
月
28
日
、
堀
金
支
所
で
行
わ
れ
、

委
員
に
宮
澤
市
長
か
ら
委
嘱
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
宮
澤
市
長
は
「
老

若
男
女
に
歌
い
継
が
れ
愛
さ
れ
る
、

安
曇
野
ら
し
い
歌
に
し
た
い
」
と
委

員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

委
員
長
に
は
、
市
内
豊
科
南
穂
高

出
身
の
作
曲
家
・
飯
沼
信の
ぶ
よ
し義
さ
ん（
桐

市
で
は
、
5
月
28
日
、
堀
金
支
所

で
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
石
油
類
の
燃
料
を

扱
う
事
業
者
で
構
成
す
る
2
団
体
と

「
災
害
時
に
お
け
る
石
油
類
燃
料
の

供
給
等
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま

し
た
。

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
県
内
の
５

９
９
事
業
所
で
構
成
す
る
長
野
県
石

油
商
業
組
合
（
渡
邉
一
正
理
事
長
・

長
野
市
）
と
、
中
信
地
域
の
１
２
６

市
で
は
、
6
月
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
や
ま
ち
の
魅
力
、
防
災
情
報
な

ど
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
迅
速
に

お
伝
え
す
る
た
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

（T
w

itter

）
を
使
っ
た
情
報
発
信
を

始
め
ま
し
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
１
４
０
文
字
以

内
で
即
時
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
無
料

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
い
つ
で
も
内
容

朋
学
園
大
学
名
誉
教
授
）
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
飯
沼
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
市
全
体
の
一
体
感
を
高
め
る
大

事
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
市
歌
と
な
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
歌
の
制
定
は
、
合
併
協
定
書
に

「
新
市
に
お
い
て
新
た
に
定
め
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度

に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

事
業
所
で
構
成
す
る
同
組
合
中
信
支

部
（
曽
根
原
幹
二
支
部
長
・
松
本
市
）

で
す
。

宮
澤
市
長
は
「
協
定
に
よ
り
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
日
ご
ろ
か
ら
連
携
を

密
に
し
、
万
一
の
災
害
時
に
迅
速
に

対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
渡

邉
理
事
長
は
東
日
本
大
震
災
時
の
燃

料
不
足
に
触
れ
な
が
ら
「
責
任
の
重

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。市
と
協
力
し
、

を
確
認
で
き
、
利
用
者
間
で
情
報
が

拡
散
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
災
害
発

生
時
に
は
緊

急
情
報
な
ど

を
迅
速
に
広

く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

か
ら
、
こ
れ
を
契
機
に
制
定
す
る
も

の
で
す
。

会
議
で
は
募
集
要
項
の
内
容
や
選

定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
協
議
し
ま
し

た
。
最
優
秀
作
品
は
来
年
１
月
こ
ろ

に
市
民
投
票
で
決
定
し
、
今
後
、
市

が
委
託
す
る
専
門
家
に
よ
り
曲
を
付

け
て
市
歌
を
定
め
る
予
定
で
す
。

歌
詞
募
集
の
詳
細
は
、
次
号
7
月

号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

実
効
性
の
あ
る
協
定
に
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

協
定
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

に
市
の
要
請
を
受
け
て
、
事
業
者
が

緊
急
車
両
等
へ
燃
料
を
給
油
し
、
避

難
所
、
医
療
機
関
等
へ
の
燃
料
も
優

先
的
に
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
帰
宅

困
難
者
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

を
一
時
休
憩
所
と
し
て
提
供
す
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

委員長に就任した飯沼信義名誉教授（写真左）

調印を終えた２団体の代表者と宮澤市長

新本庁舎建設
ニュース№14

４階の鉄骨組み立てが終了。
各階の内外装工事開始

4 階の鉄骨組み立ては 6 月中旬に終わり、屋根
の工事に移る予定です。また、地下１階の給排水
配管、電気配線工事は仕上げ作業を除いて、ほぼ
終了しました。

今後は、１階の内装と外装工事が始まり、2、3
階部分も内装と外装工事が順次に始まります。多
い日には 300 人ほどの作業員により、全階にわ
たって工事が進められていきます。

下の写真は４階の鉄骨を組み立てている様子で
す。2 台の大型クレーンによりつり上げられた鉄
骨をボルトで留めています。長い部材は 18.5 メー
トルあります。　

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

●安曇野市公式ツイッタ－
アカウント　Azumino_city
アクセス先　https://twitter.com/Azumino_city

アクセス方法
パソコンの場合は上記ペ
ージから、スマートフォ
ンの場合は、右の二次元
バーコードからアクセス
してください。

ツイッターの利用方法
①ツイッターのホームページから利用登録を

してください。
②登録したユーザーで、市公式ツイッターの

発信内容を受信するように登録（フォロー）
しておくと、市からのお知らせなどを自動
的に受け取ることができます。
uhttps://twitter.com/

※「Twitter（ツイッター）」は、米国 Twitter 社の登録商
標です。サービス内容、広告掲載等は同社の運営によ
るものです。

４階部分工事の様子（６月４日撮影）
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晴れ渡った青空の下、安曇野ロゲイニング 2014（あ
やめまつり実行委員会・市主催）が 5 月 31 日、明科、
穂高・豊科地域を会場に開催されました。

ロゲイニングとは、定められた区域内に点在する
チェックポイントを、地図を見ながら探しあて、発見
数に応じた得点で順位が決定する競技です。

この日は、市内外から 80 人が参加。参加者はさわや
かな初夏の安曇野を縦横無尽に駆け巡りました。

息子の弘
ひ ろ き

貴くんと参加した上條真
し ん や

哉さん（松本市）
は「安曇野の風景を満喫しながら、親子で楽しめてい
ます」と笑顔で話してくれました。

本企画は、信州安曇野あやめまつりの第 30 回を記念
し開催。競技終了後は、「明科いいまちつくろうかい」
の皆さんによりご飯や豚汁などが振る舞われ、会場に
は、参加者の達成感に満ちた笑顔があふれていました。

【優勝した皆さん】
家族の部：ダッシュチーム、混合の部：チーム栗、男子の部：チー
ムみょうこう、女子の部：アミノＮ＆Ｈ、男子ソロの部：源後
知行

市民に地球温暖化対策と省エネに関心を
もってもらおうと、市環境課では「緑のカー
テン講座」を 5 月 24 日、市民活動センター
で開催しました。当日は約 30 人が参加。市
環境基本計画推進会議委員の樋口嘉

か い ち

一さんな
どが講演し、NPO 法人あづみ野風土舎の磯
野康子さんは、講座の初めに「緑のカーテン
の歌」を参加者と一緒に歌い「一番好きなカー
テンを作ってください」と、緑のカーテンの
普及を呼び掛けました。講座後にはゴーヤ茶
も試飲し、家族で参加した竹岡紗

さ よ

代さん（堀
金小 5 年）は「（ゴーヤ茶は）甘くておいしい。
香りが体にいい感じがします」と話しました。

国営アルプスあづみの公園の「田んぼの教
室（全 6 回）」の初回となる田植え体験が 5
月 24 日、堀金烏川の同公園事業用地内で行
われました。この催しは、米作りを実際に土
に触れるなど五感で体験してもらいたいと同
公園が企画したもので、田植えのほか、稲刈
り、わら作りなどを体験します。

この日は、4 家族 11 人が参加。ワラ取り用
の品種「関取」やコシヒカリなど 3 種の苗を
植えました。参加した塩原颯

そ う ま

馬くん（穂高南
小 4 年）は「収穫したお米は、離れて暮らす
おじいちゃんたちにも食べてもらいたい」と
話しました。

5/31　安曇野ロゲイニング 2014

5/24　緑のカーテン講座

5/24　国営アルプスあづみの公園「田んぼの教室」

安曇野を満喫！知恵と体力で真剣勝負

夏の涼を呼ぶ　緑のカーテン

米作りを五感で体験

豊科郷土博物館講座「長峰山頂野鳥観察
会」が 5 月 17 日、明科の長峰山で開催され
ました。この日は市民 13 人が参加。新緑の
森の中を鳥のさえずりに耳をすませながら
散策しました。家族で参加した山岸直人さ
ん（穂高）は「登山が好きで、山で出会え
る野鳥や草木を学んでみたいと参加しまし
た」と笑顔で話してくれました。

この講座は全 3 回の連続講座で、次回は
秋を予定しています。詳細は豊科郷土博物
館（472・5672）まで。

東日本大震災や長野県北部地震復興支援
コンサート「つなごう　日本　山人・里人
の詩 2014・NAMIE」（安曇野 S

さ ん ろ ー ど

UN 路主催）
が 5 月 25 日、三郷公民館講堂で開かれまし
た。この日は東京電力福島第１発電所の事
故で被災し、仮設住宅での生活が続く、福
島県浪江町の高齢者の皆さん 28 人が招か
れ、元わさびーずの中村雅彦さんらのコン
サートを楽しみました。世話人の一人で自
身も仮設住宅で暮らす加藤茂

もりゆき

幸さんは「安
曇野は雰囲気が浪江町に似ています。安曇
野への訪問が、参加者した皆さんの気分転
換になれば」と話しました。

第 14 回バラ祭りが、5 月 31 日から 6 月 8 日まで豊
科近代美術館で開催されました。

開催初日の 31 日には、美術館と友の会の共催によ
りバラの苗等が販売され、多くの人がバラの苗を買い
求めていました。

美術館庭園の販売店テント前には、「芳純」・「紅」
など 75 種類、200 株、価格は 2,000 円前後のバラの苗
が用意されたほか、マリーゴールドやサルビアなど花
の苗や山野草なども同時に販売されました。

広さ 25 アールほどのバラの庭園には、約 500 種類、
1,000 株の色とりどりのバラが咲き誇り、入場無料で
6 月いっぱい楽しむことができます。

5/17　長峰山頂野鳥観察会

5/25　つなごう日本山人・里人の詩 2014・NAMIE

5/31 ～ 6/8　安曇野市豊科近代美術館　第 14回バラ祭り

耳を澄まして　目をこらして

福島・浪江町の皆さんを招いて

色とりどりのバラが咲き誇る
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こ
の
講
座
は
、
安
曇
野
市
に
つ
い
て

幅
広
く
学
ぶ
講
座
で
、
平
成
27
年
1
月

に
実
施
す
る
安
曇
野
検
定【
一
般
の
部
】

の
準
備
講
座
も
兼
ね
て
い
ま
す
。（
検

定
は
、
10
月
発
行
の
広
報
で
詳
細
を
掲

載
）
講
座
は
8
回
開
催
し
ま
す
が
、
希

望
の
講
義
や
現
地
学
習
を
１
回
か
ら
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
安
曇
野
検

定
を
受
検
し
な
い
人
も
受
講
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
受
講
料　

無
料

※
現
地
学
習
「
今
に
残
る
里
山
の
自
然

に
触
れ
る
」
は
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ

づ
み
の
公
園
の
入
園
料
（
一
般
４
１

０
円
、65
歳
以
上
の
人
は
２
１
０
円
）

が
掛
か
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

受
講
を

希
望
す
る
人
は
、
講
義
は
各
回
の
開

催
日
の
3
日
前
ま
で
に
、
現
地
学
習

は
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
申
込
期
限
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当
へ
電
話
、
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

希
望
の
講
座
の
名
称
お
よ
び
期
日
を

任
意
様
式
に
記
入
）
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
医
療
的
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
児
童
を
支
援
す
る
看
護

師
（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
先　

三
郷
小
学
校

●
応
募
条
件　

看
護
師
資
格
を
有
す
る

人
●
採
用
人
員　

若
干
名

●
勤
務
日　

三
郷
小
学
校
の
登
校
日

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）
か
ら

7
月
18
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
、
学

校
教
育
課
教
育
指
導
室
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
賃
金
等
詳
細
は
、
学
校
教
育
課
教
育

指
導
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

今
年
の
夏
は
穂
高
プ
ー
ル
で
決
ま
り
！

穂
高
プ
ー
ル
は
、
流
れ
る
プ
ー
ル

や
幼
児
プ
ー
ル
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
、
売
店
な
ど
施
設
が
充
実
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
場
期
間　

7
月
5
日
（
土
）
～
8

月
31
日
（
日
）

●
開
場
時
間　

○
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
8
月
13
日
～

15
日　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

○
７
月
28
日
～
8
月
19
日
の
平
日

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

○
7
月
14
日
～
25
日
お
よ
び
8
月
20
日

～
29
日
の
平
日
は
、
午
後
1
時
～
5

時
●
休
場
日　

7
月
7
日
～
11
日

天
候
が
悪
い
場
合

●
利
用
料
金　

中
学
生
以
下
２
５
０
円

高
校
生
以
上
５
０
０
円

※
午
後
3
時
以
降
の
入
場
は
割
引
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、回
数
券
〔
6
回
券
〕

は
、
中
学
生
以
下
１
２
５
０
円
・
高

校
生
以
上
２
５
０
０
円
で
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

※
7
月
5
日
（
土
）・
8
月
31
日
（
日
）

は
、
無
料

●
利
用
案
内

○
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
保

護
者
（
高
校
生
以
上
で
一
緒
に
泳
げ

る
こ
と
）
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

○
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
身
長
１
２
０
㌢
以
上

の
人
が
利
用
可
能
で
す
。

○
刺
青
等
を
露
出
し
て
い
る
人
は
、
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

○
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
時
計
等
を
着
用
し

て
遊
泳
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
オ
ム
ツ
が
必
要
な
子
ど
も
は
、
入
水

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
施
設
の
案
内
掲
示
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ 8

学
校
看
護
職
員
を
募
集

学
校
教
育
課
教
育
指
導
室

62
・
０
１
３
３ 

62
・
５
７
２
１

穂
高
プ
ー
ル
開
場

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

安
曇
野
検
定
に
向
け
て

未
来
に
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と
安
曇
野 

講
座

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

□未来につなぐふるさと安曇野 講座（安曇野検定準備講座も兼ねています）
先人がわたしたちに残した安曇野の宝とメッセージとは。
本年は講義と合わせて作品を見たり、実際に現地を訪れたりして学びます。

●場所　穂高交流学習センター「みらい」多目的交流ホール
●時間　午後 7 時～８時 30 分

講　義

現地学習

期　　日 名　　　称 内　　　容 講　　　師

１ 7 月 17 日（木）
株式会社中村屋ふるさと
観光大使就任記念
自立と独創のデュエット

創業者相馬愛蔵、黒光から受け
継がれた新宿中村屋の経営理念
と実態を学びます。（みらい展示
ギャラリーで、新宿中村屋パネ
ル展を同時開催します。）

中島博昭さん
（地域史研究家）

２ 9 月 18 日（木）安曇野ゆかりの文学
安曇野文学とは。ジャンル、作品、
人間の生き方などから学びます。

（みらい展示ギャラリーに、安曇野
ゆかりの文学作品を展示します。）

中島博昭さん
（地域史研究家）

３ 9 月 25 日（木）虫の眼で見た安曇野の自然
【Part2】

人の手が入った里山里地の自然
がいかに豊かであるかを学びます。

那須野雅好さん
（三郷昆虫クラブ世話人）

４ 10 月 23 日（木）安曇野の近代化遺産に歴
史を探る

市内に残る貴重な近代化遺産の
由来と時代背景を素材に、安曇
野の近代史を学びます。

高原正文さん
（郷土史家、信濃史学会理事）

期　　日 名　　称 内　　容 場　所 講師・協力

１
8 月 3 日（日）
午前 9 時 30 分～ 11 時
申込期限：7月25日（金）

博物館で安曇野
の宝と出会う

安曇野の「水」をテーマ
にした常設展示と、夏季
企画展「安曇野のエジ
ソンたち」を見学します。

豊科郷土
博物館 豊科郷土博物館

２
8 月 31 日（日）
午後 1 時～ 4 時
申込期限：8月15日（金）

お船がめぐる義
民の里を訪ねて

貞享義民記念館や市内
最大級のお船がひかれ
る熊野神社のお祭りな
どを見学します。

三郷中萱
地区

貞享義民記念館
安曇野ふるさとづくり応援団

３
10 月 2 日（木）
午前 10 時～正午
申込期限：9月26日（金）

今に残る里山の
自然に触れる

国営アルプスあづみの
公園内に残されたひと
昔前の里山の自然に触
れながら学びます。

国営アルプス
あづみの公園 国営アルプスあづみの公園

４
10 月 16 日（木）
午前 9 時 30 分～正午
申込期限：10月3日（金）

水の郷の歴史を
訪ねて

長野県水産試験場の見
学や明科廃寺などを学
びながら小路を歩きま
す。

明科中川手
地区

長野県水産試験場
安曇野ふるさとづくり応援団

※現地学習の詳細日程、集合場所などは、お申し込みいただいた人に後日連絡します。

ためして安曇野検定 クイズ
問題１　昭和 50 年代中頃から旧三郷村

において、りんごの栽培面積が大きく
増加した要因として、適切でないもの
はどれでしょうか。

①矮
わ い か

化栽培の導入
②ほ場整備事業
③農業水利事業　　
④りんごの海外への輸出の増加

問題２　今から約 200 年前に訪れ、満願
寺や宮

みやしろ

城など、安曇野地域を広く紹介
した江戸時代の作家は誰でしょうか。
①十返舎一九　②滝沢馬琴
③松尾芭蕉　　④近松門左衛門

問題３　旧豊科町が「あづみ野ガラス工
房」を造るときに見学に訪れたことが
きっかけで、友好関係を結んだ海外の
都市クラムザッハは、どの国にあるで
しょうか。

①ドイツ　　　　②カナダ
③オーストリア　④チェコ

問題４　安曇野市でワサビ栽培の盛んな
三川合流部の「三川」の組み合わせと
して、適切なものはどれでしょうか。

①高瀬川・穂高川・犀川
②穂高川・万水川・犀川
③高瀬川・穂高川・万水川
④乳房川・烏川・穂高川

答えは 19 ページ

７月から安曇野検定準備講座が始まりま
す。講座に参加して安曇野市の魅力を再
発見してみませんか。
詳しくは右ページをご覧ください。
生涯学習課社会教育担当（462・4565）
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フ
ラ
ダ
ン
ス
で
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
程　

7
月
17
日（
木
）、24
日（
木
）、

8
月
7
日
（
木
）、
21
日
（
木
）、
9

月
4
日
（
木
）、
11
日
（
木
）　

午
後

7
時
30
分
～
9
時

●
場
所　

三
郷
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

森
島
も
も
子
さ
ん

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
２
０
０
円
（
6
回
分
）

●
持
ち
物　

飲
物
、
タ
オ
ル

●
服
装　

運
動
の
で
き
る
服
装

●
申
し
込
み　

7
月
3
日
（
木
）
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
9
時
～
午
後

5
時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

で
は
、
安
曇
野
を
拠
点
に
活
躍
し
た
い

若
手
音
楽
家
の
発
掘
を
目
的
に
「
第
4

回
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
は
、
12
月

第
一
美
術
協
会
は
、
絵
画
・
彫
刻
・

工
芸
の
3
部
門
で
構
成
さ
れ
、
現
在
、

全
国
５
０
０
人
余
り
の
会
員
と
一
般
出

品
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
美
術
公
募
団

体
で
す
。
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
展
覧
会
の
中
か
ら
、
本
年
度
の
優
秀

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

6
月
24
日
（
火
）
～
7
月
６

日
（
日
）

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
入
場
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
、
最
終

日
は
正
午

●
休
館
日　

月
曜
日

●
観
覧
料　

常
設
展
料
金
大
人
５
０
０

（
４
０
０
）
円
、
高
校
・
大
学
生
３

０
０
（
２
０
０
）
円

※
（ 

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

友
の
会　

手
し
ご
と
く
ら
ぶ

箱
型
小
物
入
れ
（
10
㌢
四
方
）
を
作

り
ま
す
。

●
日
時　

7
月
8
日
（
火
）・
15
日
（
火
）

午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
近
代
美
術
館　

オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

●
参
加
費　

友
の
会
員
８
０
０
円

一
般
１
０
０
０
円

●
講
師　

平
田
米
子
さ
ん

●
持
ち
物　

裁
縫
道
具
（
好
み
の
布
が

に
予
定
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
の

選
考
も
兼
ね
て
行
う
も
の
で
、
観
客
ア

ン
ケ
ー
ト
の
評
価
も
審
査
に
反
映
さ
れ

ま
す
。

●
日
時　

7
月
26
日
（
土
）

開
演
午
後
1
時
30
分

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

５
０
０
円
・
全
席
自
由（
未

就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

6
月
24
日
（
火
）

か
ら「
み
ら
い
」窓
口
で
販
売
し
ま

す
。（
午
前
9
時

～
午
後
9
時
30

分
）
電
話
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。
完

売
に
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
。

第
24
回
信
州
安
曇
野
薪
能
が
8
月
23

日
（
土
）、
明
科
龍
門
渕
公
園
で
行
わ

れ
ま
す
。
開
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
火

入
れ
式
で
、
着
物
を
着
て
会
場
に
松た

い
ま
つ明

を
運
ぶ
火
入
れ
式
役
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
あ
る
い
は
通

勤
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
平
成
26

年
4
月
1
日
現
在
）
の
女
性
（
高
校

あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
30
㌢

正
方
2
枚
）

●
定
員　

15
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み　

6
月
25
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
、

工
芸
と
髙
橋
節
郎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン

様
式
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
ー

ル
・
デ
コ
は
、
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
広
い
地
域
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
様
式
は
、
伝
統

工
芸
に
収
ま
り
き
ら
な
い
工
芸
美
術
分

野
の
革
新
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
今
回

の
企
画
展
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ

ン
、
工
芸
と
と
も
に
髙
橋
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

●
会
期　

7
月
5
日
（
土
）
～
9
月
21

日
（
日
）

●
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
大
生

３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
・
65
歳
以

上
無
料

生
は
除
く
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
報
奨
そ
の
他　

報
奨
金
１
万
円
、
招

待
券
2
枚

※
当
日
の
振
袖
着
付
け
代
、
メ
イ
ク
代

等
は
実
行
委
員
会
で
負
担
し
ま
す
。

●
締
め
切
り　

7
月
11
日（
金
）（
必
着
）

●
審
査
方
法　

7
月
中
に
開
催
さ
れ
る

実
行
委
員
会
で
決
定
。
結
果
は
通
知

し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
に
応
募

の
動
機
を
明
記
し
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
郵
送
す
る
か
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

信
州
安
曇
野
薪
能
実
行
委
員
会
事
務

局
、
文
化
課
文
化
振
興
係

〒
３
９
９
︲
７
１
０
２　

安
曇
野
市

明
科
中
川
手
２
９
１
４
番
地
1

館
内
く
ん
じ
ょ
う
（
収
蔵
資
料
の
防

虫
）
作
業
の
た
め
、
7
月
8
日
（
火
）・

9
日
（
水
）
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
臨
時
休
館

企
画
展
へ
の
展
示
替
え
作
業
の
た

め
、
7
月
3
日
（
木
）・
4
日
（
金
）

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
観
察
会

●
日
時　

7
月
26
日（
土
）午
前
9
時
～

●
場
所　

県
烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理

事
務
所

●
参
加
料　

無
料

●
持
ち
物　

観
察
用
雨
傘
、
１
㍍
程
度

の
棒

●
定
員　

25
人

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）、
午

前
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
事
務
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

mkarasu@
anc-tv.ne.jp

安
曇
野
の
改
良
犂す
き

耕
運
機
が
登
場
し
て
、
農
業
の
機
械
化

が
進
む
昭
和
30
年
代
以
前
、
田
畑
の
耕
作
は

牛
馬
や
人
の
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
道
具
を
「
す
き
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
人
が
足
で
踏
み
込
ん
で
耕
す
も
の
を

「
鋤
」、牛
馬
に
引
か
せ
て
耕
す
も
の
を
「
犂
」

と
漢
字
で
書
い
て
区
別
し
ま
す
。

江
戸
時
代
ま
で
は
、
中
国
、
朝
鮮
か
ら
伝

来
し
て
き
た
「
唐か

ら
す
き犂
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

犂
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な

っ
て
か
ら
深
く
耕
せ
て
小
回
り
が
き
く
よ
う

に
改
良
さ
れ
た
犂
が
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
安
曇
野
に
も「
安
曇
犂
」や「
古

川
犂
」
な
ど
の
よ
う
に
、
安
曇
野
の
人
々
が

使
い
や
す
い
よ
う
に
改
良
し
た
犂
が
あ
り
ま

す
。
安
曇
野
に
は
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入

れ
、
自
分
た
ち
で
使
い
や
す
い
よ
う
に
工
夫

す
る
こ
と
が
得
意
な
発
明
家
た
ち
が
い
た
の

で
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
29

文
化
課
博
物
館
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

博物館で展示している古川犂

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
南
国
気
分

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

三
郷
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会

図
書
館
交
流
課

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

第
85
回
第
一
美
術
展

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

ア
ー
ル・ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
ア
ー
ル・
デ
コ
展

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館
臨
時
休
館

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

『
信
州
安
曇
野
薪た

き
ぎ
の
う能
』

火
入
れ
式
役
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

第５回　能面と能装束展
穂高交流学習センター「みらい」　481・3111 682・0966

　第 24 回信州安曇野薪能開催に先立ち、能楽師の故青木祥二郎さんと青木道喜さんが
使用した能面や能装束などを展示します。見る角度によって微妙にその表情を変える能
面や、色鮮やかな染織に刺しゅうや金銀箔で文様を描いた能装束の数々を間近で観賞す
ることができます。また過去の信州安曇野薪能の記録映像の上映も行います。

●会期　6 月 27 日（金）～ 8 月 23 日（土）
●休館日　毎週月曜日（7 月 21 日を除く）、7 月 22 日
●会場　穂高交流学習センター「みらい」交流ギャラリー
●観覧料　無料

故青木祥二郎さん
（観世流能楽師、市名誉市民）

昨年の火入れ式

長野県総合教育センター
利用案内

生涯学習課
462・4565 662・3525

　長野県総合教育情報センター（塩
尻市片丘）では、講堂、会議室、テニ
スコート、グラウンドを有料で貸し
出しています。施設利用の詳細は
ホームページをご覧いただくか、当
センター総務部（453・8800）へ
お問い合わせください。

烏
川
渓
谷
緑
地
公
開
学
習
会

烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
事
務
所

 

73
・
０
２
０
３

ルネ・ラリック
「ブローチ　翼のある風
の精」1898 年頃　

髙橋節郎「漆朝夕
衝立」1942 年



安曇野市教育委員会

図書館

162014.6.18　広報あづみの

中
央
図
書
館
た
ん
け
ん
隊
の
参
加
者
募
集

い
つ
も
の
図
書
館
を
違
っ
た
視
点
か
ら

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
館
内
を
見
学

す
る
ほ
か
、
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
閉
架
書
庫
を
職
員
が
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
の
探
し
方
な
ど
図
書
館
の

利
用
法
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
12
日
（
土
）　

午
前
10

時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
対
象　

市
内
在
住
小
学
4
年
～
6
年
生

●
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
火
）
午
前

9
時
か
ら
電
話
か
、
中
央
図
書
館
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
１
回
中
央
図
書
館
講
座

「
う
ち
わ
を
作
ろ
う
」

ボ
ー
ル
紙
を
切
り
抜
い
て
好
き
な
絵

や
文
字
を
書
い
た
り
、
切
っ
た
紙
を
は

り
つ
け
た
り
と
簡
単
に
で
き
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。
親
子
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
～

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
内
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
対
象　

5
歳
以
上
（
小
学
生
以
下
は

親
同
伴
で
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

コ
ン
パ
ス

●
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
火
）
以
降

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
の
間

に　

中
央
図
書
館
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

夜
の
お
は
な
し
会

「
穂
高
絵
本
と
お
話
の
会
」
の
皆
さ

ん
が
絵
本
や
物
語
の
読
み
聞
か
せ
を
行

図
書
館
に
関
わ
る
こ
と
を
5
・
7
・

5
で
読
ん
だ
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
な

お
、
作
品
は
、
１
人
１
作
品
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

7
月
１
日
（
火
）
～
25

日
（
金
）（
必
着
）

●
募
集
部
門　

①
一
般
の
部　

②
中
学

生
以
下
の
部

●
応
募
方
法　

①
ハ
ガ
キ
で
の
応
募　

川
柳
作
品
、
募

集
部
門
、
名
前
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
名

前
と
両
方
記
載
が
あ
っ
た
場
合
は
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
み
公
表
）、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３　

安
曇
野
市

穂
高
６
７
６
５
︲
２  

市
中
央
図
書

館
内
図
書
館
交
流
担
当 

②
応
募
用
紙
で
の
応
募　

市
内
図
書
館

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
へ
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
各
図
書
館
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、

中
央
図
書
館
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

③
メ
ー
ル
で
の
応
募　

ハ
ガ
キ
と
同
様

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
次
の
ア

ド
レ
ス
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

mazum
ino-library@

city.
azum

ino.nagano.jp

●
応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
人　

②

市
図
書
館
に
利
用
登
録
し
て
い
る
人

●
審
査
方
法　

 

【
一
次
選
考
】
選
考
委
員
に
よ
り
各
部

門
20
作
品
を
選
定
。

【
二
次
選
考
】
選
定
し
た
作
品
を
8
月

8
日
（
金
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
、

市
内
5
図
書
館
に
展
示
し
、
来
館
者

か
ら
の
投
票
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
賞

○
一
般
の
部　

最
優
秀
賞
１
作
品　

図

書
カ
ー
ド
１
万
円
分
、
優
秀
賞
2
作

品　

図
書
カ
ー
ド
５
０
０
０
円
分
、

佳
作
5
作
品　

図
書
カ
ー
ド
２
０
０

０
円
分

○
中
学
生
以
下
の
部　

最
優
秀
賞
１
作

品　

図
書
カ
ー
ド
５
０
０
０
円
分
、

優
秀
賞
2
作
品　

図
書
カ
ー
ド
３
０

０
０
円
分
、
佳
作
5
作
品　

図
書
カ

ー
ド
１
０
０
０
円
分

●
結
果
発
表　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図

書
館
へ
の
掲
示
等
で
発
表
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
5
日
（
土
）
午
前
10
時

～
正
午

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」

●
講
師　

三
村
隆
彦
さ
ん
（
ベ
ラ
ミ
人

形
店
）

●
参
加
費　

無
料　
　

●
対
象　

小
学
生
以
上

●
定
員　

20
人
（
１
家
族
3
人
ま
で
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
も
の
さ
し
・

工
作
用
は
さ
み
（
準
備
で
き
る
人
）

●
申
し
込
み　

6
月
22
日
（
日
）
か
ら

図
書
館
窓
口
か
、
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

童
話
・
民
話
の
世
界
へ
・
創
作
の
扉

～
詩
と
絵
と
共
に
～

童
話
・
民
話
を
楽
し
み
、
朗
読
に
も

挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日　

7
月
3
日
、
8
月
7
日
、

9
月
4
日
、
10
月
2
日
〔
ロ
マ
ン
の

ア
ト
リ
エ
（
穂
高
）〕（
各
木
曜
日
）

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

●
参
加
費　

無
料（
現
地
研
修
は
実
費
）

●
場
所　

三
郷
公
民
館
2
階
講
義
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

尾
崎
美
千
代
さ
ん

●
申
し
込
み　

6
月
19
日
（
木
）
午
前

8
時
30
分
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
一
緒
に
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
夜
の

雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら
、
本
と
触
れ
合

う
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

7
月
27
日
（
日
）　

午
後
6

時
～
8
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み

ら
い
」
中
央
図
書
館
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

●
読
み
手　

穂
高
絵
本
と
お
話
の
会

●
対
象　

小
学
生
以
上
対
象
（
中
学
生

以
下
は
必
ず
保
護
者
同
伴
）
第
１
部

小
学
生
以
上
、
第
2
部　

大
人
向
け

●
集
合
場
所　

み
ら
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

中
央
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

年
に
一
度
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
特

別
整
理
期
間
と
し
て
休
館
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

6
月
17
日（
火
）～
23
日（
月
）

お
す
す
め
の
一
冊

津
波
、
命
が
け
の
絆

于
強　

著　

吉
川
龍
生　

訳

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

髙木　修さん
（三郷・明盛）

こ
の
作
品
は
、
自
ら
も
東
日
本
大
震
災

を
体
験
し
た
中
国
人
作
家
、
于
強
が
被
災

地
の
水
産
会
社
の
社
長
が
20
人
の
中
国
人

実
習
生
を
最
優
先
に
し
て
安
全
な
場
所
へ

避
難
さ
せ
た
後
、
命
を
落
と
し
た
と
の
報

道
に
接
し
、
感
動
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
題
材
に
し
て
書
い
た
小
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
説
で
す
。

物
語
は
、
宮
城
県
の
縫
製
会
社
で
働
い

て
い
た
中
国
人
実
習
生
、
王お
う

小し
ょ
う
ほ
う
芳
と
日
本

の
大
学
を
出
て
、
福
島
県
の
貿
易
会
社
で

働
い
て
い
る
弟
の
王お
う

大た
い
せ
い成
の
二
人
が
関

わ
っ
た
日
本
人
と
中
国
人
を
中
心
に
展
開

し
ま
す
。
国
境
を
越
え
た
人
間
愛
が
こ
の

作
品
の
主
要
テ
ー
マ
で
す
。

日
本
と
中
国
の
間
に
は
、
依
然
と
し
て

政
治
的
に
も
相
互
の
国
民
感
情
に
も
隔
た

り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ

一
人
で
も
多
く
の
日
本
人
と
中
国
人
に
こ

の
作
品
を
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

図書館映画上映会（入場無料） 
｢にっぽん百名山」中部・日本アルプスの山〈鹿島槍ヶ岳・五竜岳・剣岳〉

2013 年 日本〈上映時間　90 分〉
●日時　11日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　23日（水）16：30～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　23日（水）16：30～
　　　　　　●場所　堀金図書館児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　2・9・16・23・30 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　19 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　11 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　11 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　12 日（土）	 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　15 日（火）	 10：30 ～（乳児以上対象）
　　15 日（火）	 16：30 ～（幼児対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　26 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

7月の図書館イベント

明科図書館ひまわり講座③　「モールでかわいいマスコットを作ろう」

明科図書館　462・1122 662・1124
　もこもこのモールで自分だけのマスコットを作りませんか。
小学生未満の子どもは保護者とご参加ください。
●日時　7 月 5 日（土）午後 2 時～ 4 時ごろ
●場所　明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」講義室
●定員　15 人（先着順）
●参加料　無料
●申し込み　6 月 21 日（土）午前 10 時から受け付けますので、

明科図書館窓口または電話でお申し込みください。

図
書
館
川
柳
募
集

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

市
中
央
図
書
館
の
催
し
等

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

三
郷
図
書
館
文
学
講
座（
全
４
回
）

図
書
館
交
流
課
図
書
館
交
流
担
当

76
・
３
０
７
８ 

76
・
３
０
７
７

豊
科
図
書
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

折
り
紙
で
作
る
七
夕
人
形

豊
科
図
書
館

71
・
４
０
２
２ 

73
・
１
８
０
１



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）

1819 広報あづみの　2014.6.18 2014.6.18　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

提
言
事
項
を
日
本
語
で
記
載
し
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
（
ま
た
は
勤
務

先
、
学
校
名
）・
氏
名
・
電
話
番
号

を
、
法
人
の
場
合
は
、
法
人
名
、
代

表
者
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号
を
必

ず
明
記
の
上
、
郵
送
・
持
参
・
フ
ァ

ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項
の
記
載
が
な
い
場
合
や
電

話
、
口
頭
に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
介
護
保

険
課

mka-kaigohoken@
city.azum

ino.
nagano.jp

●
募
集
締
め
切
り　

7
月
18
日
（
金
）

●
募
集
結
果
の
公
表　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
意
見
な
ど
の
募
集
結
果
は
内
容

を
と
り
ま
と
め
、
市
の
考
え
方
と
共

に
公
表
し
ま
す
（
提
出
者
に
関
す
る

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。
個
々
の

ご
意
見
に
対
し
て
直
接
の
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利
用
運
営

委
員
会
で
は
「
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
26
日
（
土
）

午
前
の
部　

午
前
9
時
～

午
後
の
部　

午
後
1
時
～

●
場
所　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

（
成
相
高
架
橋
下
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
東
）

●
定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

●
講
師　

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
利

用
運
営
委
員

●
参
加
費　

１
本
３
０
０
円
程
度
（
１

㍑
ビ
ン
を
3
～
5
本
程
度
持
ち
帰
り

可
能
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

炊
事
用
手
袋
・
持
ち
帰
り
用
の
箱
等

●
申
し
込
み　

6
月
24
日
（
火
）
か
ら

農
政
課
窓
口
か
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
）

地
域
主
権
改
革
に
伴
い
、
国
が
定
め

て
い
る
指
定
介
護
予
防
支
援
及
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基
準
を
市
の
条

例
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
市

で
は
、
条
例
の
骨
子
（
案
）
へ
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤

務
、
通
学
す
る
人
。
ま
た
は
市
内
で

事
業
な
ど
を
行
う
個
人
や
団
体

●
閲
覧
方
法　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
地
域
課
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
内
「
く
る
り
ん
広
場
」、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
提
出
方
法　

任
意
の
用
紙
に
意
見
、

市
内
4
会
場
で
開
催
予
定
で
す
。

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、

男
性
の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
5
日
（
土
）
午
前
10
～

午
後
１
時

●
場
所　

明
科
公
民
館
調
理
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

●
募
集
人
数　

10
人
程
度

●
締
め
切
り　

7
月
3
日
（
木
）

●
材
料
費　

１
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

●
内
容　

中
性
脂
肪
が
高
め
の
人
の
た

め
の
料
理

●
申
し
込
み　

明
科
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
推
進
員

に
よ
る
調
理
指
導
の
ほ
か
、
健
康
な
食

生
活
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
費
用　

親
子
１
組
１
０
０
円

●
実
習
内
容　

に
ん
じ
ん
お
に
ぎ
り
・

カ
ン
タ
ン
！
ホ
イ
ル
ハ
ン
バ
ー
グ
・

ご
ろ
ご
ろ
サ
ラ
ダ
・
ミ
ル
ク
か
ん

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）
か
ら

27
日
（
金
）
の
間
に
各
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

無
理
な
く
足
腰
を
鍛
え
、
体
力
・
筋

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

●
内
容　

膝
痛
・
腰
痛
予
防
や
体
力
ア

ッ
プ
に
効
果
的
な
体
操
、体
力
測
定
、

口
腔
に
関
す
る
相
談
な
ど

●
場
所
・
日
程
（
各
会
場
全
12
回
）

○
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

7
月
7

日
～
10
月
6
日
の
間
の
週
１
回
月
曜

日
、
午
後
１
時
～
2
時
30
分

○
堀
金
総
合
体
育
館　

7
月
9
日
～
10

月
１
日
の
間
の
週
１
回
水
曜
日
、
午

前
10
時
～
11
時
30
分

○
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー　

7
月
10

日
～
10
月
9
日
の
間
の
週
１
回
木
曜

日
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
参
加
費　

４
６
０
円（
傷
害
保
険
料
）

●
定
員　

各
会
場
30
人
（
先
着
順
）
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
新
規
の
人

を
優
先

●
申
し
込
み　

6
月
23
日
（
月
）
～
30

日
（
月
）
土
日
除
く
、
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。
参
加
者
に
は
後
日
、

資
料
を
送
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

12
月
か
ら
同
様
の
教
室
を

集

募安
曇
野
市
指
定
介
護
予
防
支
援
及

び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
基

準
条
例
の
骨
子
（
案
）
へ
の
意
見

募
集問

本
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

足
腰
ら
く
ら
く
体
操
教
室

参
加
者
募
集

問
健
介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
３
２ 

81
・
０
７
０
３
）

男
性
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

問
健
康
推
進
課
明
科
保
健
セ
ン
タ
ー
係

（

81
・
２
２
５
１ 

81
・
２
９
４
３
）

上
手
に
で
き
る
か
な
！
「
親
子

料
理
教
室
」
参
加
者
の
募
集

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
作
り
講
習
会
の

参
加
者
募
集

問
三
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

会　場 日　時 申し込み先・問い合わせ先 定　員

堀金保健センター 7 月 12 日（土）
10：00 ～ 12：30

堀金保健センター
（473・5770） 12 組

穂高保健センター 8 月 1 日（金）
10：00 ～ 12：30

穂高保健センター
（481・0711） 10 組

三郷公民館 8 月 2 日（土）
10：00 ～ 12：30

三郷保健センター
（477・9111） 12 組

明科公民館 8 月 8 日（金）
10：00 ～ 12：30

明科保健センター
（481・2251） 10 組

安
曇
野
検
定
ク
イ
ズ
答
え

問
題
1
…
④　

問
題
2
…
①

問
題
3
…
③　

問
題
4
…
①

※先着順となります。
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2021 広報あづみの　2014.6.18 2014.6.18　広報あづみの

寄附寄贈のお礼　1/25 ～ 5/20【敬称略】民事介入暴力無料出張相談、常設相談

▷株式会社マル井代表取締役　井口彰　30 万円　奨学
資金として▷青木弘一　2 万円　ふるさと寄附▷本多
通信工業株式会社代表取締役　佐谷紳一郎　10 万円
産業振興のため▷熊井明子　熊井啓監督資料　68 点、
熊井啓監督蔵書　82 点　熊井啓記念館と市図書館へ
▷（社）日本禁煙友愛会堀金支部長　深澤正人　ハン
カチ 250 枚、鉛筆 610 組、ノート 325 組　堀金地域の
保育園・小中学校へ▷和田陽子　七夕人形 4 組　豊科
郷土博物館へ▷市教育会会長　伊藤可主也　自然・考
古資料　252 箱　豊科郷土博物館へ

民事暴力に関する困りごとについて、必要に応じて
センター弁護士と職員が無料で出張相談を行います。
また、常設相談も行っています。

【常設相談】
●日時　祝祭日を除く月曜日～金曜日　

午前 9 時～午後 4 時 30 分まで
●場所　県庁東庁舎１階　長野県暴力追放県民セン

ター事務所
問長野県暴力追放県民センター（4026・235・2140）

公
益
財
団
法
人
長
野
県
暴
力
追
放
県

民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暴
力
団
追
放
運
動

に
活
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
内
容  

暴
力
団
を
許
さ
な
い
、

暴
力
団
を
排
除
す
る
意
識
の
高
揚
を

県
民
に
訴
え
る
も
の

●
応
募
方
法
等　

ポ
ス
タ
ー
は
Ｂ
3
版

の
画
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品
、
標

語
は
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク

ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
、

何
点
で
も
可
能
。

●
応
募
締
切　

9
月
１
日
（
月
）
当
日

消
印
有
効

●
申
し
込
み　

長
野
県
暴
力
追
放
県
民

セ
ン
タ
ー
（
０
２
６
・
２
３
５
・
２

１
４
０
）

〒
３
８
０
・
８
５
１
０

長
野
市
南
長
野
幅
下
６
９
２
番
地
２

mboutsui

＠m
x2.avis.ne.jp

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
26
年
度
慰

霊
巡
拝
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に

お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
）
で
、
申
請
者
の

中
か
ら
参
加
者
が
選
考
さ
れ
ま
す
。
参

加
者
に
は
所
要
額
の
3
分
の
１
が
補
助

金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
応

募
人
員
が
募
集
人
員
を
下
回
っ
た
場
合

で
自
費
参
加
を
了
承
す
る
場
合
に
限

り
、
子
の
配
偶
者
、
兄
弟
姉
妹
の
配
偶

者
、
孫
、
甥
・
姪
の
参
加
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
程
や
応
募
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
福
祉
政
策
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

6
月
9
日
（
月
）
～
7

月
４
日
（
金
）
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
5
時
（
土
日
祝
祭
日
を
除

く
）
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効

●
試
験
日
程　

第
１
次
試
験
（
教
養
試

験
）
7
月
27
日
（
日
）

※
詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
総
務
部
人
事

課
任
用
係
へ

０
３
・
３
５
９
１
・

６
３
６
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

uhttp://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/

こ
の
作
品
展
は
、
高
齢
者
が
創
作
活

動
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
り
、
明
る
く
活
力
あ
る
長
寿
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

●
出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
30
年
4
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

●
申
し
込
み
期
限　

7
月
31
日
（
木
）

●
申
し
込
み　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
長
寿
社
会
課
窓
口
に
備
え
付
け

の
作
品
展
出
品
票
（
所
定
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
出
品
票
１
枚

目
を
同
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
作
品
搬
入
期
限　

8
月
20
日
（
水
）

●
作
品
搬
入
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ

ン
タ
ー
内
長
寿
社
会
課
窓
口

※
申
し
込
み
時
の
作
品
展
出
品
票
2
枚

目
（
作
品
貼
付
用
）
を
作
品
の
裏
に

貼
っ
て
梱
包
の
上
、
搬
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

「
交
通
手
段
が
な
い
」「
ど
こ
の
病
院

へ
行
け
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
救

急
車
を
呼
ぶ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
救
急
車
を
本
当
に
必
要
と

す
る
人
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
１
１
９

番
通
報
す
る
前
に
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
利
用
で
き
な
い
か
、
今
一

度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

堀
金
支
所
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
堀
金
地
域
審
議
会
・
支
所
等

整
備
検
討
市
民
会
議
か
ら
提
言
お
よ
び

報
告
等
を
い
た
だ
き
、
基
本
計
画
を
ま

と
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
実
施
計
画

お
よ
び
実
施
設
計
策
定
に
あ
た
り
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
等
を
い
た
だ
く
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
日
時　

6
月
28
日
（
土
）
午
後
7
時

30
分
～

●
場
所　

堀
金
支
所
３
０
１
号
大
会
議

室

救
急
車
の
適
正
利
用
を

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

２
０
１
４
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

問（
公
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン

タ
ー（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

健
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

暴
力
団
追
放
運
動
に
活
用
す
る

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

問
本
総
務
管
理
課
行
政
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員
等

採
用
試
験

問
本
総
務
管
理
課
行
政
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
募
集

問
健
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

81
・
０
７
１
６ 

81
・
０
７
０
３
）

政

市

災

防

堀
金
支
所
等
整
備
に
関
わ
る

市
民
説
明
会

問
堀
地
域
課
地
域
担
当

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

各種情報 日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

名　　称 内　　容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

卓球一般対象講習会

幅広い年代で楽しめ、体力の維
持、向上に役立つ卓球を学んで
ください。初心者大歓迎です。
運動のできる服装でお出掛けく
ださい。ラケットのない人はご相
談ください。熱中症対策のため
の飲料水を持参してください。

日：7 月 6 日（日）
8：30 ～１3：30

場：豊科南社会体育館

対：一般市民
定：40 人
費：無料

申：事前申し込みは不要。
当日会場で受け付けます。

問：宮澤圭三さん（安曇野
卓球連盟事務局）
4090・9664・7990

※ 9：00 までに集合してく
ださい。

マレットゴルフ
初心者講習会

年齢に関係なく誰でも楽しめる
マレットゴルフを始めません
か。基本的な技術やルールを日
本マレットゴルフ協会の A 級公
認指導員が指導します。筆記用
具、マレットゴルフのボール、
スティックをご持参ください。
お持ちでない人には貸し出しも
できます。

日：7 月 7 日（月）
8：40 ～正午

場：豊科水辺公園
マレットゴルフ場

対：一般市民
定：15 人
費：無料

申：6 月 23 日から 30 日
の間に金子忠光さん（豊
科マレットゴルフ協会）
472・5767 か、市体協
事務局、488・3516 へ
お申し込みください。

茶のみ友だち
よっといで
笑いヨガと落語

みんなでヨガと落語を楽しみま
しょう。ヨガは座ってできます。
しあわせ出前屋　松澤弥栄さん

（ラフターヨガ・リーダー）を
お招きします。参加者みんなで
大いに笑いましょう。

日：６月 26 日（木）
13：30 ～ 15：30

場：ささえあいセンター
にじ

定：なし
費：300 円

申：事前申し込みは不要
問：中槇冨美恵さん

473・3219
携帯 090・7266・7196

｢旬ちゃん｣ 学校訪問希望を募集
長野県地産地消推進キャラクタ

ー「旬ちゃん」が学校等を訪問し、
地産地消や県の食材について学び
ま す。 給 食 や
食に関するイ
ベントに合わ
せて呼んでく
ださい！
県庁農産物マーケティング室
4026・235・7217 6026・235・7393
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公園利用はルールを守って快適に有毒植物にご注意を！

最近、公園のトイレでは、トイレットペーパー
を持ち帰る盗難が多く発生しています。次に利用
する人が気持ち良く使えるよう、みんなでルール
とマナーを守って快適に利用しましょう。
問豊都市計画課公園緑地係
　（472・3111 ㈹ 672・3569）

有毒な野草を採取し、食べたことによる食中毒が発
生しています。これが原因で亡くなっている人もいま
す。食用の野草と確実に判断できない場合は「絶対に
採らない！食べない！売らない！人にあげない！」を
徹底してください。また、家庭菜園や畑などで、野菜
と観賞用植物を一緒に栽培することはやめましょう。
見分けに困ったら保健所にご相談ください。
問三耕地林務課耕地林務担当
　477・3111 ㈹ 677・6060

社
会
に
は
、
動
物
が
好
き
な
人
と
そ

う
で
な
い
人
が
い
ま
す
。
お
互
い
暮
ら

し
や
す
い
社
会
に
す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト

は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

無
責
任
な
繁
殖
は
し
な
い

不
幸
な
捨
て
犬
や
野
良
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
、
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は

去
勢
・
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
野
良
猫
に
無
責
任
な
え
さ

や
り
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は

　

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う　

飼
い
犬
の
散
歩
に
行
く
時
は
必
ず
袋

を
持
参
し
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
出
か
け
る
前
に
ト
イ
レ
を

済
ま
せ
る
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
散
歩
は
引
き
綱
を
つ
け
て

犬
が
苦
手
な
人
へ
の
配
慮
や
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
犬
の
散
歩
は
引
き
綱

を
つ
け
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬

の
放
し
飼
い
は
危
な
い
の
で
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。
も
し
飼
い
犬
が
人
を
噛

ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
飼
い
主
は
保
健
福

祉
事
務
所
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
ら

市
役
所
ま
た
は
松
本
保
健
福
祉
事
務

所（
40
・
１
９
４
３
）へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
迷
い
犬
情
報
」
に
保
護

し
た
犬
の
写
真
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

県
条
例
で
「
猫
は
屋
内
飼
養
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
子
猫
の
時
か
ら
室
内
で
飼
っ

て
い
れ
ば
、
室
内
で
飼
う
こ
と
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
猫
の
室
内
飼
い
に
努
め
ま
し
ょ

う
。飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
の
命
に
対
す
る
責

任
と
社
会
に
対
す
る
責
任
を
自
覚
し
ま

し
ょ
う
。

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

　

82
・
３
１
３
１
㈹ 
82
・
６
６
２
２

安
曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

市
で
は
、
環
境
に
関
わ
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
、
保
全
に
向
け
た
活

動
を
紹
介
す
る
「
安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
４
」
を
10
月
（
予
定
）
に
開
催

し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

●
応
募
資
格　

環
境
活
動
に
関
心
の
あ

る
人

●
応
募
方
法　

環
境
課
ま
で
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

手
当
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
ェ
ア
ま
で
毎
月
１
回
程
度
の

実
行
委
員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

境

環安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
４

実
行
委
員
の
募
集

問
穂
環
境
課
環
境
政
策
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

６
月
は
「
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
普
及
月
間
」
で
す

○
ア
レ
チ
ウ
リ

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ウ
リ
科
の
１
年

生
植
物
で
、
輸
入
大
豆
に
混
じ
っ
て
日

本
に
侵
入
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

6
月
頃
か
ら
芽
生
え
、8
月
か
ら
10

月
頃
開
花
し
、黄
白
色
の
花
を
付
け
ま

す
。
ツ
ル
は
数
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
数
メ

ー
ト
ル
に
成
長
し
、
葉
や
茎
な
ど
に
細

か
い
ト
ゲ
を
た
く
さ
ん
付
け
て
い
ま

す
。
ア
レ
チ
ウ
リ
は
キ
ュ
ウ
リ
や
カ
ボ

チ
ャ
の
よ
う
な
双
葉
で
芽
生
え
ま
す
。

五
角
形
を
し
た
本
葉
を
付
け
、
コ
イ

ル
状
の
巻
き
ひ
げ
が
特
徴
で
す
。

○
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

5
月
か
ら
7
月
頃
に
開
花
し
、
コ
ス

モ
ス
に
似
た
黄
色
の
花
を
付
け
ま
す
。

葉
は
細
長
い
ヘ
ラ
状
で
荒
い
毛
が
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。

○
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ

4
月
か
ら
9
月
頃
開
花
し
、
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
に
似
た
青
紫
色
の
花
を
付

け
ま
す
。
葉
の
形
は
長
い
楕
円
形
か
、

先
に
向
か
っ
て
細
く
と
が
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

外
来
生
物
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ

て
外
国
な
ど
他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
生
物
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
人
間

の
生
命
や
身
体
、
生
態
系
、
農
林
水
産

業
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
侵
略
的
な
外

来
生
物
を
「
特
定
外
来
生
物
」
と
い
い

法
律
で
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、
豊
か
な
安
曇

野
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
次
の
3

原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
外
来

生
物
を
む
や
み
に
「
入
れ
な
い
」

②
飼
っ
て
い
る
外
来
生
物
を
自
然
の
中

に
「
捨
て
な
い
」

③
自
然
の
中
に
い
る
外
来
生
物
は
他
の

地
域
に
「
ひ
ろ
げ
な
い
」

①
根
か
ら
「
抜
き
取
る
」

②
１
年
に
駆
除
活
動
を
「
数
回
行
う
」

③
外
来
植
物
が
現
れ
な
く
な
る
ま
で

「
数
年
続
け
る
」

農
薬
の
散
布
や
機
械
で
の
刈
り
取
り

は
周
辺
の
生
物
や
環
境
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
刈
り
取
り
の
場

合
、
残
っ
た
茎
や
根
か
ら
再
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
環
境
へ
の
影
響
が
小

さ
く
か
つ
効
果
的
な
根
か
ら
「
抜
き
取

る
」
駆
除
を
推
奨
し
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
は
、
一
度
繁
茂
す
る

と
、
駆
除
す
る
の
に
大
変
な
手
間
と
時

間
が
掛
か
り
ま
す
。
見
か
け
た
ら
、
早

め
に
駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。

問
穂
環
境
課
環
境
政
策
係

　

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

特
定
外
来
生
物
と
は

外
来
植
物
駆
除
の
ポ
イ
ン
ト

外
来
生
物
を
入
れ
な
い
、
捨
て
な
い
、

ひ
ろ
げ
な
い

アレチウリ駆除の様子

昨年の環境フェアの様子
アレチウリ

環境の
はなし

安曇野の自然を守る

アレチウリ等特定外来生物の
駆除にご協力を

市内では、アレチウリ、オオキンケイギク、オオカ
ワヂシャの 3 種類の植物が特に増え続けています。こ
れらの特定外来生物を発見した場合は、駆除にご協力
ください。また、市で繁茂箇所を把握するため、発見
した際は環境課までご連絡ください。

こ
の
３
種
類
が

特
に
増
殖
し
て

い
る
ん
じ
ゃ

オオキンケイギク

オオカワヂシャ



2425 広報あづみの　2014.6.18 2014.6.18　広報あづみの

子
ど
も
の
食
事

子
ど
も
の
体
は
発
育
・
発
達
が
著
し

く
、
3
歳
頃
に
は
、
体
重
は
生
ま
れ
た

時
の
お
よ
そ
4
倍
、
身
長
は
生
ま
れ
た

時
の
お
よ
そ
2
倍
に
な
り
ま
す
。

体
を
作
る
の
は
、
毎
日
食
べ
る
食
事

で
す
。
発
育
に
合
わ
せ
て
必
要
な
栄
養

が
取
れ
て
い
る
か
、
毎
日
の
食
事
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

消
化
機
能
の
発
達
と
甘
い
お
菓
子

食
べ
た
も
の
を
消
化
す
る
た
め
に

は
、
消
化
酵
素
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
大
人
と
同
じ
よ

う
に
消
化
酵
素
が
分
泌
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
品
を
食
べ
る

こ
と
で
消
化
酵
素
の
分
泌
が
さ
ら
に
良

く
な
り
ま
す
。

糖
質
を
消
化
す
る
酵
素
の
分
泌
が
不

十
分
な
4
歳
頃
ま
で
は
、
糖
質
を
多
く

含
ん
だ
も
の（
甘
い
お
菓
子
な
ど
）を
食
べ

た
後
は
消
化
が
進
み
に
く
く
、
空
腹
感

近
年
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
欧
米
化

が
一
段
と
進
ん
だ
結
果
、
生
活
習
慣
病

あ
る
い
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
呼
ば
れ
る
病
態
が
大
き
な
社
会
的

問
題
と
さ
れ
、
と
り
わ
け
生
活
習
慣
病

の
低
年
齢
化
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
過
食

や
運
動
不
足
が
原
因
に
よ
る
内
臓
脂
肪

蓄
積
を
基
盤
に
し
て
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
な
ど
を
発
症
す
る
病
態
を
指
し
、
こ

れ
に
よ
る
死
亡
は
日
本
人
全
体
の
約
30

㌫
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
生
活
習
慣
病
の
発
生
と
関

係
の
深
い
食
・
運
動
習
慣
な
ど
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
小
児
期
に
形
成
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

生
活
習
慣
病
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
や
そ
の
家
族
・
保
護
者
に

を
感
じ
な
い
た
め
に
、
そ
の
後
の
食
事

が
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

消
化
す
る
力
の
程
度
や
成
長
に
必
要

な
栄
養
素
な
ど
を
考
慮
し
て
、
適
正
な

食
事
量
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

対
し
て
小
児
期
か
ら
予
防
的
介
入
を
行

う
こ
と
は
社
会
的
に
極
め
て
重
要
な
課

題
で
す
。
信
州
大
学
医
学
部
で
は
、
学

童
・
小
児
、
青
少
年
の
生
活
習
慣
病
の

現
状
を
知
り
、
健
康
管
理
や
健
康
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

県
内
の
中
学
校
、
大
学
で
生
活
習
慣
病

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
術
講
演
会
、
市
民
公
開
講
座
、
出
前

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
出
前
授
業
、
食
育
講
座

な
ど
の
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
て

「“
信
州
発
” 

青
少
年
の
健
康
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
―
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
指
し

て
―
改
訂
第
2
版
」を
発
行
し
ま
し
た
。

希
望
者
に
は
無
料
（
送
料
の
み
実
費
負

担
）
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
（
連
絡
先
・

信
州
大
学
医
学
部
学
務
第
2
係 

37
・

２
３
５
７
）。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
考

に
し
て
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち
が
抱
え

る
健
康
課
題
の
対
応
に
お
役
立
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
本
郷
実
さ
ん
、
信
州
大
学
医
学
部
保

健
学
科
教
授
・
市
食
育
推
進
会
議
会
長
）

3
～
4
歳
ま
で
は
、固
さ
や
大
き
さ
な
ど

「
食
べ
や
す
さ
」
が
大
切

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
（
嗜し
こ
う好
）
は
、

脳
（
記
憶
力
）
の
発
達
と
深
い
関
係
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
記
憶
力
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の

は
3
～
4
歳
頃
で
そ
の
頃
か
ら
食
べ
物

の
嗜
好
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の「
食
べ
る
」か「
食

べ
な
い
」
か
は
、「
好
き
嫌
い
」
よ
り

も
、「
食
べ
や
す
い
」
か
「
食
べ
に
く
い
」

か
が
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
食
べ

物
の
固
さ
や
大
き
さ
な
ど
、
食
べ
や
す

い
状
態
の
食
事
に
な
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

10
歳
ま
で
の
食
経
験
が
味
覚
を
育
て
る

ま
た
、
味
覚
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
10
歳
頃
ま
で
発

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
る

経
験
を
通
し
て
味
覚
の
幅
が
広
が
り
、

お
い
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
子
ど
も
が
食
べ
な
い
か
ら
と
い

っ
て
あ
き
ら
め
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
食
べ
る
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

幼
児
期
は
生
涯
に
お
け
る
食
習
慣
の
基
本

幼
児
期
（
1
～
5
歳
ご
ろ
）
は
基

本
的
な
食
習
慣
を
築
く
大
切
な
時
期
で

す
。
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
食
習
慣
や

嗜
好
は
大
人
に
な
っ
て
も
影
響
が
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
食
事
の
こ

と
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防

今
月 の

レ
シ ピ

農村生活マイスター
一志 みゆきさん

（堀金三田）

セルリーのきんぴら

食品の種類によって成
人より多く食べるも
の、少ないもの、同じ
ものがあります。

セルリーは、個性的な香りとシャキシャキとした食感が魅力の
野菜です。葉、茎、すべて食べることができ、サラダ、漬物、スー
プなど利用の幅も広いですよ。
栄養的にも免疫力と抗酸化のビタミンＡ、血圧安定のカリウム、
食物繊維が豊富で、カロリーも低いので、たくさん食べてくだ
さい。市内産の新鮮なセルリーは初夏と秋に採れ、直売所で購
入できます。

食
育
コ
ラ
ム

本
ほんごう

郷　実
みのる

さん

材料（4 人分）
セルリー　100㌘（茎でも葉でも良い）
　　しょうゆ　大さじ 1
　　砂糖　大さじ 1/2
ゴマ　大さじ 1

　�
ａ�
　�

作り方
①セルリーを熱湯でサッと茹で、細く切って、軽く水気を絞る。
②フライパンに①とａを入れ、汁気がなくなるまで弱火で炒

める。
③最後にゴマを混ぜて、お召し上がりください。
※お弁当のおかずにもなりますよ。

食　品 ３　歳 目安量 成　人

第
１
群

乳製品 400㌘ 牛乳２カップ 200㌘

卵 50㌘ １個 50㌘

第
2
群

魚介類 30㌘ 魚 1/3 切れ 50㌘

肉類 25㌘ 薄切り１枚 50㌘

大豆製品 40㌘ 豆腐 1/10 丁 110㌘

第
3
群

緑黄色野菜 80㌘ 大人の両手
１杯程度 150㌘

淡色野菜 90㌘ 大人の両手
１杯程度 250㌘

いも類 50㌘ ジャガ芋（中）
1/2 個 100㌘

果物 80㌔㌍ リンゴ 1/4 個と
ミカン 1 個 80㌔㌍

きのこ 10㌘ 生シイタケ１枚 50㌘

海藻 10㌘ 生ワカメ小皿１杯 30 ～ 50㌘

第
4
群

穀類 ごはん 100㌘
× 3 回

子ども茶碗１杯
× 3 回

個人により
まちまち

種実類・
油脂 8㌘ 油小さじ２ 個人により

まちまち
砂糖類 10㌘ 上白糖大さじ１ 20㌘

● 3 歳児と成人の１日に必要な食品量の目安

３歳児が１日に食べる目安量
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7月 (July)の予定

９日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

18日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

7 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談
10日（木）	（予約日：３日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
24日（木）	（予約日：17日（木））
場穂高支所　第二会議室
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約
平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

7 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

7 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

6日（日） 13日（日） 20日（日） 21日（月・海の日） 27日（日）
平 林 医 院
62-2227［明科］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

古 川 整 形 外 科
82-8880［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

武 田 内 科 ク リ ニ ッ ク
88-6500［穂高］

根 津 内 科 医 院
82-8382［穂高］

た か は し ク リ ニ ッ ク
77-7880［三郷］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

土 屋 ク リ ニ ッ ク
71-1811［豊科］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

堀 金 歯 科 医 院
72-6975［堀金］

い さ つ 歯 科 医 院
73-0648［豊科］

上 條 歯 科 医 院
82-2215［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 21 日は除く

場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 21 日は除く

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

17日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

26日（土）場三郷公民館
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

７日（月）・★ 22日（火）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
８日（火）・★ 22日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
９日（水）・★ 23日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
10日（木）・★ 24日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
11日（金）・★ 25日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

	 １日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
	３・17日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	８・22日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	 ９日（水）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
	 23日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

3日（木）・7日（月）・14日（月）・28日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

10・17・24日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～

4日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00

2・9・16・23・30日（水）　※ 2・16 日は家族会　場豊科公民館和室
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	７・14 日（月）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談	 25日（金）	 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

	災害時炊き出し肉じゃが作り	 ４日（金）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 100円  定員：30組　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物・おにぎり
	 ★災害時の肉じゃが作りを体験しましょう！

	キッズパーク 七夕	 8・9・10 日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。★キッズパーク
	 は登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	 七夕まんじゅう作り	 12 日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 100円  対象：小学生・乳幼児　定員：30組　持ち物：エプロン・三
	 角巾・飲み物　★郷土食の七夕まんじゅう作りに挑戦しましょう！

	読み聞かせ （おはなしムーンさん）	 17 日（木）	 11：00 ～ 11：30
	 育児相談	 18 日（金）	 10：30 ～ 12：00
	読み聞かせ （コロボックルさん）	 24 日（木）	 11：00 ～ 11：30

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

	 卓球教室	 ５日（土）	 14：00 ～ 15：00	 西村佐保子さん	
	 対象：小学生　★西村先生から卓球を教えてもらって卓球上手になろう

	キッズパーク たなばた	 8・9・10 日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。　★キッズパー
	 クは登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	 育児相談	 11日（金）	 10：30 ～ 12：00	 小川原容子さん

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 14 日（月）	 11：00 ～
	 手話交流会＆流しそうめん	 19日（土）	 10：00 ～ 12：00
	 要予約 100円  対象：小学生・乳幼児　定員：20組　持ち物：おわん・箸・
	 飲み物　★手話サークルさんと交流を楽しみ、流しそうめんを食べましょう。

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

	育児相談	 ４日（金）	 10：30 ～ 12：00	 （身体測定あり）
	 身体測定は 10：00 ～ 12：00　★丸山篤子さんが寄り添ってお話を聞いて
	 くれます。ホッとできるひと時を。

	読み聞かせ	 4・11・18・25日（金）	 11：00 ～ 11：20
	 第1・4週はおはなしどりぃむさん 　第2・3週は坂井節子さん
	 ★どんなお話がきけるかな？

	わらべうた	 7・14日（月）	 10：10 ～
	 ★内山房子先生と一緒に、わらべうたで遊んでゆったりとした時間を過ごし
	 ましょう。

	はじめての茶道	 23日（水）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100円  　定員：15人　★普段できない”茶道”をやってみません
	 か？お子さん連れでどうぞ！

	キッズパーク	 ９・10日	 10：30 ～ 11：30	 たなばた
	 対象年齢：９日は１歳児・10日は０歳児。　★キッズパークは登録制です。未
	 登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

	キッズパーク 七夕	 8・10日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・10日は０歳児。★キッズパークは登録制です。
	 未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	育児相談	 14日（月）	 10：30 ～ 12：00
	 ★相談予約受け付けます。直接児童館に連絡して下さい。

	 読み聞かせ（スマイルさん）	 18日（金）	 11：00 ～ 11：30
	 ★楽しいパネルシアターなどいっぱいです。

	 夏休みお楽しみ企画	 30日（水）	 10：30 ～ 11：30
	 要申込 　★内容はおたのしみに！

TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★穂高西部児童館

	育児相談（身体測定あり）	 ４日（金）	 10：30 ～ 12：00	 身体測定は 10：00 ～ 12：00

	みんなあつまれ！	 ５日（土）	 10：30 ～ 11：30	 七夕まんじゅう
	 要予約 100円  　定員：20組　持ち物：エプロン、三角巾、飲み物
	 ★親子で七夕まんじゅうを作りましょう！

	キッズパークたなばた	 ８・９・10 日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。　★キッズパー
	 クは登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	読み聞かせ （おはなしどりぃむさん）	 14日（月）	 11：20 ～ 11：40	 楽しいお話いっぱいです。

	みんなあつまれ！イス作り	 24日（木）	 10：30 ～ 11：30	 （チームなでしこさん）
	 定員：20組　★牛乳パックで作る、六角形の可愛いイスです。
	 とっても簡単にできますよ！

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	育児相談	 14 日（月）	 10：30 ～ 12：00
	キッズパーク 七夕会	 8・9・10 日	 10：30 ～ 11：30

	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。　★キッズパー
	 クは登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	みんなあつまれ 流しそうめん会	 23日（水）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100円  定員：20組程度　持ち物：飲み物、帽子　★親子で流しそ
	 うめんを楽しみましょう♪そうめん以外も流れてきます。お楽しみに！

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	育児相談（身体測定あり）
	 18日（金）	 10：30 ～ 12：00	 荒深たつ子さん

	読み聞かせ（おはなしどりぃむさん）	 16日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 みんなあつまれ	 28日（月）	 10：30 ～ 11：30	 観劇会「うさぎとかめ」
	 ★劇団こまねずみさんによる楽しい観劇会です！

	キッズパークたなばた	 ８・9・10日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。　★キッズパーク
	 は登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

	 チャレンジタイム	 ２日（水）	 15：45 ～	 スポーツチャレンジ
	 対象：小学生以上　持ち物：飲み物、タオル　★一輪車の検定や他のスポー
	 ツにチャレンジしてみよう！

	キッズパーク 七夕会	 8・9・10 日	 10：30 ～ 11：30
	 対象年齢：８日は２歳児・９日は１歳児・10日は０歳児。★キッズパーク
	 は登録制です。未登録の人は児童館までご連絡ください。定員あり。

	 お話の時間 ひばりの会さん	 17日（木）	 16：00 ～
	 みんなあつまれ	 18日（金）	 10：30 ～ 11：30	 おもいっきり、色水遊び
	 要予約 　対象：幼児親子　定員：20組　持ち物：タオル・汚れても良い服装・
	 水遊び用品　★濡れて汚れて、色水や絵の具で、おもいきり遊びましょう♪

	 お年寄りの知恵袋	 26日（土）	 10：00 ～ 12：00	 手打ちうどん作り
	 要予約 100円  対象：小学生以上（幼児は保護者付き添いにて可）　定員：
	 20組　持ち物：エプロン、三角巾、ハンカチ、タオル、飲み物　★暑い夏、
	 ヒンヤリおいしい冷やしうどんを作って味わいます。



開催日

広報　あづみの
発 行 日	 平成26年6月18日
編集・発行	 長野県安曇野市役所政策部
	 秘書広報課秘書広報担当
40263・71・2000 60263・71・5000
URL   http://www.city.azumino.nagano.jp
E-mail  info@city.azumino.nagano.jp
印刷　㈲安曇印刷	 印刷経費1部22円

次回発行…お知らせ版7月2日（水）

2014. 6. 1現在　（ ）内は対前月比

人口 	 98,839人（	－74）

	男 	 47,924人（	－42）

	女 	 50,915人（	－32）

世帯 	 38,074世帯（	－14）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000
豊 科 支 所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL 0263-72-3111	 FAX 0263-72-8340
穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL 0263-82-3131	 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

防災講演会

想定を超える災害にどう備えるか
私たちが住む安曇野市は、糸魚川静岡構造線活断層帯が縦断

し、急しゅんな山や、多くの河川があるため、大規模地震や土
砂災害、風水害に日ごろから備えておく必要があります。防災
について考えるきっかけにしませんか。

７月12 日（土）
●時　　間　午後１時 30 分から３時 30 分まで

（開場：午後０時 30 分）

●場　　所　堀金総合体育館サブアリーナ

●講　　師　片
か た だ と し た か

田敏孝さん（群馬大学大学院理工学府教授）

●そ の 他　参加料無料・事前申し込みは不要・定員 350 人（先着順）

　　　　　　堀金総合体育館駐車場、堀金支所駐車場をご利用く

ださい。

講師紹介
専門は災害社会工学。研究と共に津
波防災教育に取り組み、多くの小中
学生が東日本大震災の津波から生き
延びた、岩手県釜石市の「釜石の奇跡」
の立役者として知られている。

防災用品購入補助金制度をご活用ください
　市では市内の各世帯を対象に防災用品の購入に対して補助を行っています。
詳細はお問い合わせください。

●補助対象となる防災用品
平成 28 年 3 月 31 日までに購入する防災用品で、非常持ち出し袋（リュッ
クサック型）など 5 品目を必ず購入してください。

●補助対象額
購入費の 3 分の 1、上限 4,000 円まで（100 円未満の端数切り捨て）補助対象５品目の例

問堀金支所内危機管理課 472・6769 672・6739


